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各 種 動 物膽 汁 ノ炭 素 數C24ヲ 有 スル膽 汁酸 ガ食

物 成 分 特 ニSterin體 ト深 イ關 係 ヲ有 シ,種 々異

ナル 化 學的 構 造 ヲ有 スル 中 間物 質 ガ發 見 セ ラ レ遂

ニ其 ノ生 成 機構 ガ略 ボ闡 明 セ ラル ル ニ至 レ リ.

特 ニ魚類 ノ膽 汁酸 ニ就 テ ハ1927年 以來 淡水 及

ビ海 水 魚 中,硬 骨 魚類,軟 骨魚 類 數 十 種 ニ就 テ研

究 セ ラ レ硬 骨 魚 ノ膿 汁 ハ 主 トシ テ 「Chol-酸 」 ヲ含

ミ,此 外 ニ少量 ノ 「Chenodesoxychol-酸 」 ヲ含 有

シ,軟 骨 魚1)ニ ハ マ マ特 殊 ノ中 間 物 質 ヲ含 有 スル

コ ト ヲ明 ニセ リ.

斯 シ テ最 近 膿 汁 中 ノC24-膽 汁 酸 ハ幾 多 ノ中間 物

質 ヲ經 テ7-Dehydrocholesterin又 ハErgosterin

ヨ リ生 成 セ ラル ル事 ヲ略 知 ル コ トヲ得 タ リ.余 ハ

更 ニカ カル 知 見 ヲ證 明 セ ン ト欲 シ寒帶 地方,オ ホ

ー ツク海 地 方 ノ大 海 ニ棲 息 スル硬 骨 魚:「 お ひ よ

う魚 」 及 ビ 「こ まい 魚」 ノ膽 汁 ヲ大 量 採 集 シ井坂

(1940)ノ 改 良 分 離 法 ヲ用 ヒ テ 之 等 魚 類 膽 汁 成分

ヲ調 査 シ,次 表 ニ示 ス如 キ割 合 ニ テChol-酸 及 ビ

Chenodesoxychol-酸 ヲ分 離 シ得 タ リ.

之ニヨリ テ硬骨魚膽汁主成分タル膽汁酸ハ其ノ

棲 息 スル寒 熱 帶地 方 別 ニ ヨ リテ異 ナ ル モ ノ ニ非 ラ

ザ ル コ ト ヲ知 ル.

實 驗

1. 「おひ よ う魚」 膽 汁 ヨ リChol-酸 及 ビ,

Chenodesoxychol-酸 ノ分離.

オ ホ ー ツ ク海 ニ産 シ體 長100cmヲ 越 ユ ル 「お

ひ よ う魚 」 ノ膽 嚢 ハ大 キサ拇 指 頭 大 ヨ リ鷄 卵大 ニ

シテ 「ラク ム ス」 試 驗 紙 ニテ 中性 反應 ヲ示 ス暗緑

色 ノ膽 汁 ヲ含 ム.

此魚170匹 ヨリ膽 汁1400ccヲ 集 メ,Alkholヲ

加 ヘ テ 「蛋 白 ムチ ン」 ヲ除 キ,之 ヲ 「石油 エ ーテ

ル」 デ振 盪 シ テ脂肪 類 ヲ除 キ タル液 ヲ重湯 煎 上 ニ

テ加 温 シテ殘 存 セルAlkohol及 ビ 「石油 エ ーテ

ル 」ヲ完 全 ニ蒸 發 セ シ メ,此 液 ヲ更 ニ約400ccニ

濃 縮 シ テ之 ニ160gノ 苛 性 加 里 結 晶 ヲ溶解 シ テ液

ガ40%ノ 苛性 加 里 ヲ含 ム樣 ニ シ1時 間 重 湯煎 上

ニ温 メ2日 間室 温 ニ放 置 シ タル モ,海 豚 膽 汁 處理

ノ場 合 ニ見 ラ レシ如 キ 膽 汁 酸K-鹽 ノ寒 天 状物 質

ハ 出現 セ ザ リ キ.依 テ此液 ニ水 ヲ加 ヘ テ10%ノ

苛 性 加 里 ヲ含 ム ヤ ウ ニ稀 繹 シ砂 皿 上 ニ テ60時 間

煮 沸 加 水 分解 セ リ.斯 ク加 水 分解 シ得 タル 暗褐色

ノ液 ヲ水 ヲ加 ヘ テ3倍 ニ稀 釋 シ,10%稀 鹽酸 ニテ

酸 性 トナ シ此 處 ニ生 ズ ル黄 色 沈澱 ヲ濾 過 スル.其

ノ沈 澱 ヲ2%「 ア ム モ ニ ア水 」 ニ溶 解 シ10%「 鹽

化-Ba」 溶 液 ヲ加 ヘ テ 「Ba鹽 」 ヲ沈 澱 セシ メ,之

ヲ一夜 室 温 ニ放 置 シ タル後 生 ジタ ルBa-鹽 ヲ濾別
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スル.

Chol-酸:

其 ノ濾 液 ヲ稀 鹽 酸 デ酸 性 トナ シテ生 ズル 沈澱 ヲ

「醋酸 エ ー テル」 ヲ加 ヘ テ振 盪 シ,此 「醋 酸 エ ー

テ ル」 ヲ濃縮 シ數 時 間放 置 スレバ束 状 ノ針 状結 晶

生 ズ,之 ヲ吸 引濾 過 シ,此 濾 液 ヲ更 ニ濃縮 シテ生

ズル結 晶 ヲ再 三 濾渦 シ テ65gノ 結 晶 ヲ得 タ リ,此

結 晶 ヲAlkgholカ ラ再結 晶 スル ト熔融 點198℃ ノ

八 面體 結 晶 ラ得,純 粹 ナルChol-酸 ト混融 試 驗 ス

ル ニ融 點 降下 ナ ク,Hammarsten及 ビMylius

反 應共 ニ陽性 ナ リ.微 量 分析 ノ結 果 ハ次 ノ如 シ.

Chenodesoxychol-酸:

鹽化-Baヲ 加 ヘ テ生 ジ タルBa-鹽 沈澱 ヲ5%炭

酸 曹達 溶 液 ニ加 ヘ テ重 湯 煎 上 ニテ加 温 分解 シテ可

溶 性Na-鹽 トシ不 溶性 炭 酸Ba-鹽 ト濾 別 シ,此 濾

液 ヲ稀 鹽酸 デ酸性 トナ シ生 ズ ル淡 黄 色 沈澱 ヲ吸 引

濾過 ス.收 得 量0.4g.此 物 ハChenodesoxychol-酸

ニ於 ケル如 ク特有 ナル 紫紅 色 ノLiebermann色

彩反 應 ヲ呈 ス.此 沈 澱 ヲ2%「 ア ムモ ニ ア水 」ニ溶

カシ50-60℃ ニ温 メ之 ニ5%鹽 化-Ba溶 液 ヲ沈澱

ノ生 ゼ ザル ニ至 ル マ デ極 メテ徐 々 ニ滴 下 シ,此 處

ニ生 ズル 針状Ba-鹽 結 晶 ヲ吸 引濾 過 ス.之 ヲ數 囘

再結 晶 ジ タル後 更 ニ此Ba-鹽 ヲ60-70% Alkohol

カ ラ再結 晶 ス レバ 純粋 ナル結 晶 ヲ得.此Ba-鹽 ヲ

分解 遊離 セ シ メ タル膽 汁酸 ハ 溶 融點110-114℃

ニ シテ,Liebermann反 應 ニ於 テ ハ紫 紅 色 ノ色彩

ヲ呈 ス.此 結 晶0 .1gヲ80%蟻 酸 溶 液10ccニ 溶 カ

シ90-95℃ ノ温度 ニ5時 間加 温 シ タル反 應 液 ヲ直

チ ニ冷水 ニ 注 ギ,生 ジ タ ル 白色沈 澱 ヲ濾 過 シ テ

Alkoholカ ラ再 結 晶 ス レバ融 點182℃ ノ結 晶 ヲ得.

收 得量0.07g.純 粹 ナ ルDiformylchenodesoxy-

chol-酸 ト混 融 試 驗 スル ニ融 點 降 下 ナ シ,微 量 分

析 ノ結 果 ハ次 ノ如 シ.

2. 「こ ま い 魚 」 膽 汁 ヨ リChol-酸 及 ビ

Chenodesoxychol-酸 ノ 分 離.

オ ホ ー ツ ク海 ニ産 シ 體 長30-50cmヲ 有 ス ル

「こま い魚」ノ膽 嚢 ハ指 示 尖 頭 大 ヨ リ拇 指 頭 大 ニ シ

テ,Lakmus試 驗 紙 デ 中性 反 應 ヲ呈 スル緑 青 色 ノ

膽 汁 ヲ含 ム.

此 魚450匹 ヨ リ得 タル膽 汁1200ccニAlkohol

ヲ加 ヘ テMucinヲ 更 ニ 「石 油 エ ー テル」 ヲ加 ヘ振

盪 シテ脂 肪 類 ヲ除 キ タル膽 汁 ヲ重 湯 煎 上 ニ加 温 シ

テ殘存 セ ルAlkohol,「 石 油 エ ーテ ル」 ヲ蒸 發 除 去

シ,更 ニ之 ヲ約300ccニ 濃 縮 シ之 ニ120gノ 苛 性

加 里 結 晶 ヲ溶 解 シ テ 液 ガ40%苛 性 加 里 ヲ含 有 ス

ル樣 ニシ タル後,1時 間重 湯煎 上 ニ加 温 シ2日 間室

温 ニ放 置 セ シ モ依 然 トシ テ寒 天状 ヲ呈 スルK-鹽

ハ 析 出 セ ズ,依 テ水 ヲ加 ヘ テ 液 ガ10%苛 性 加 里

ヲ含 ム 樣 ニ稀 釋 シ テ60時 間煮 沸 加水 分 解 ス.此

褐 色 ナ ル 加水 分 解 液 ニ冷水3倍 量 加 ヘ テ稀 釋 シ之

ニ稀 鹽酸 ヲ加 ヘ テ酸性 トナ シ生 ズル 黄 色沈 澱 ヲ吸

引 濾 過 ス.此 沈 澱 ヲ2%「 ア ム モ ニ ア水 」 ニ溶 カ

シ10%鹽 化-Ba溶 液 ヲ加 ヘ テ一 夜放 置 シ タル後

生 ジ タルBa-鹽 沈 澱 ヲ濾 別 スル.

Chol-酸:

此濾 液 ヲ稀 鹽酸 デ酸 性 トナ シ生 ジ タル淡 黄 色 沈

澱 ヲ 「醋 酸 エ ーテ ル」 ニ テ振盪 溶解 シ,此 「醋 酸

エ ー テ ル」 ヲ濃 縮 シテ生 ズ ル群 生 針状 結 晶 ヲ濾 過

シ,濾 液 ヲ更 ニ再 三濃 縮 シ テ生 ズル結 晶 ヲ集 メ組

針 状 結 晶55gヲ 得 タ リ.此 結 晶 ヲAlkoholカ ラ

再結 晶 シ熔 融 點198℃ ノ八面 體 結 晶 ヲ得.純 粹

ナ ルChol-酸 ト混 融 試 驗 ス ル ニ融 點 降下 ナ シ,

Hammarsten及 ビMylius反 應 共 ニ陽 性 ニ シテ

其 ノ分 析 結 果 ハ 次 ノ如 シ.
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Chenodesoxychol-酸:

鹽 化-Ba溶 液 ヲ加 ヘ テ 生 ジ タルBa-鹽 ヲ5%炭

酸 曹 達 溶 液 ニ加 ヘ テ 重 湯煎 上 ニ加 温 シ テ 可溶 性

Na-鹽 トナ シ不 溶 性 炭酸Ba-鹽 ト濾 別 ス.此 濾 液

ヲ稀鹽 酸 デ酸 性 トナ シ生 ズ ル淡 黄 色 ノ沈 澱 ヲ吸 引

濾 過 ス,收 得 量0.3g.此 沈澱 ヲ2%「 ア ム モ ニ ア

水 」ニ溶 カシ50-60℃ ノ温 度 ニ保 チ ナ ガ ラ5%鹽

化-Ba溶 液 ヲ沈 澱 ノ生 ゼザ ル ニ至 ル マデ 徐 々 ニ滴

下 シ テ數 時 間 放 置 シ,タ ル 後 ニ生 ジ タ ル 沈 澱 ヲ濾

過 ス,此Ba-鹽 ヲ數 囘 同樣 ノ操 作 ヲ反 復 シ テ 美

シ キ針 状 ノBa-鹽 結 晶 ヲ 得.之 ヲ更 ニ60-70%

Alkohol溶 液 カ ラ再結 晶 シ テ得 タ ル 美 シ キ針 状

結 晶 ヲ分 解 遊 離 セ シ メ タル膽 汁 酸 ハ 熔融 點110-

114℃ ニ シ テ,Liebermann反 應 ハ紫 紅 色 ヲ呈 ス.

此 膽 汁 酸0.1gヲ80%蟻 酸溶 液10ccニ 溶 カ シ

重 湯 煎 上 ニテ90-95℃ ニ保 チ5時 間加 温 シタル後

之 ヲ冷水 ニ注 ギ生 ジ タル沈 澱 ヲ濾 別 スル.此 沈 澱

ヲAlkoholカ ラ再結 晶 ス レバ熔 融點182℃ ヲ有

ス ル美 麗 ナ ル針 状 結 晶 ヲ得.純 粹 スルDiformyl-

chenodesoxychol-酸 ト混 融 スル ニ融 點 降 下ナ シ,

分 析 ノ結 果 ハChenodesokyeho-酸-diformylatニ

一 致 ス.

稿 ヲ終ルニ臨 ミ終始御懇篤ナル御指導 ト御

校閲ヲ賜 リシ恩師清水教授ニ深甚ナル謝意ヲ

表ス.

又實驗中御助力ヲ賜 リシ數野教授ニ深謝ス.
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Aus dem Biochemischen Institut der Medizinischen Fakultat Okayama.

(Vorstand: Prof. Dr. T. Shimizu).

Uber die Gallensauren von "Ohyo"-und "Komai"-Fischgalle

(Hyppoglossus Stenolepis) (Eleginus navaya).

Von

Yasuya Okasaki.

Eingegangen am 16. Januar 1941.

Der Verfasser hat mit der Untersuchung der Galle der Knochenfisehe; "Ohyo"-Fisch

und "Komai"-Fisch beschaftigt, die in Ohotukukai-See leben. In den beiden Fischgallen

wurden dabei, wie bei den meisten bisher untersuchten Fisehgallen, Cholsaure und Cheno-

desoxycholsaure vorgelunden, deren Ausbeute in folgender Tabelle zusammengestellt ist:
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